
 

 

 

 

 

ラオス及びミャンマー政府職員の知事表敬訪問について 

 

今月１３日に来県し、１８日まで本県において世界農業遺産に係る研修を受講するラ

オス及びミャンマー政府職員が、以下のとおり知事を表敬訪問する。 

 

記 

 

１ 日 時 平成２８年１１月１８日（金）１０時００分～１０時３０分 

 

２ 場 所 知事室 

 

３ 来 訪 者 ラオス国立大学農林業研究所タサノ作物研究・種子増殖センター所長 

ポーダライ・ラスヴィライウォン氏 

ラオス農林省計画協力局国際協力課課長 

ポーミー・インチチャック氏 

        ミャンマー農業畜産灌漑省農業部事務官  

キンレイヌー氏 

 

４ 研修日程  別紙のとおり 

（１１月１３日（日）来県、１１月１８日（金）離県） 

 

 

 

 

【参 考】 

平成２６年度  平成２６年１０月２８日～１１月１日  

ブータン農林省職員１名 

平成２７年度  平成２７年７月５日～１０日 

         カンボジア、インドネシア、ベトナム政府職員 計３名 

資 料 提 供  

平成28年11月17日（木） 

里山振興室 小中、戒田 

○外076-225-1648 ○内4645 



別紙 

 

＜研修スケジュール＞ 

 

【１１月１４日（月）】（講義） 

 ・世界農業遺産の意義・申請手続き 

・世界農業遺産「能登の里山里海」における取組・成果 

・能登棚田米、奥能登直行便等の取組 

 

【１１月１５日（火）】（現地視察） 

・伝統的な製炭・製塩技術 

・能登里山里海マイスターの取組 

・生きもの観察の取組 

・オーナー制度等による白米千枚田の利用保全の取組 

 

【１１月１６日（水）】（現地視察） 

・農家民宿の取組 

・能登スマート・ドライブ・プロジェクトの取組 

・能登ワイン圃場・工場 

 

【１１月１７日（木）】（発表、ディスカッション） 

・自国の農林水産業状況、ＧＩＡＨＳ申請候補内容 

・能登ＧＩＡＨＳ見学後の修正案 

・各国のＧＩＡＨＳ申請に向けた問題点の洗い出しと対策法の検討 

 

【１１月１８日（金）】（知事表敬、現地視察） 

・知事表敬 

・苔の里 


